
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<合 歓 のうた > 

 

―  遊びは学び  ―  

 すっきりとした青空の下、瑞々しい新緑や花々の彩り

が陽の光を浴びてとてもきれいです。子ども達は新たな

環境に少しずつ慣れ、面白いことはないかと目をキョロ

キョロさせています。  

 

「今日も、お砂場であそべる？」  

「見て見て～アリがこの穴から出たり入ったりしてるよ！」 

三輪車に乗りながら「どうぞ、どうぞー後ろに乗って

くださーい♪」  

「OO 先生～ ! !  大好きだよぉ～」とラブコール♡  

 

 心理学者、生物学者のジャン・ピアジェは  

〝子ども時代を十分に生きることである。〟と言っています。 

泥だらけになって遊んだり、理不尽に泣いたり、何かに

没頭したり…知識は与えられるものではなく失敗しながら

構築するもの。遊びの時間こそが大人の土台を作るのだと。 

 

５月から満３歳児クラスもスタートです。泣いて、

笑って、試して、考えて、まつなかっこも生き生きと

今を楽しんでほしいです。  


